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　大通りから南へ少し奥まった閑静な住宅地の
中に、常緑樹の葉を繁らせた一画がある。ここ
は大市場町神明社。 
　鳥居をくぐり神域へと足を踏み入れる。参道
の先には左右に二基の石灯籠。同じく楠の古木
が左右に二本、まるで参詣者を出迎えるかの様
に大地に根を張っている。杉、白樫、椿などの
茂みを横に見ながら、奥へと歩みを進める。境 
 
 

内の中ほどに立ってみる。そこは日ごろから人
が馴染んできた空間というべきか、人を威圧す
るようなものはない。楠の古木も横に枝葉を広
げてはいるが、背を低くしてある。日の光が境
内を明るく照らしている。 
　私はそこに遊ぶ子どもたちの声を背に、この
どこか安らぎと温もりを感じさせてくれるその
神域に時を過ごした。 

美術家　秋田光彦 
 

【２００８岩倉の杜●～大市場町神明社～】

市の花／つつじ 

さん けい しゃ 

せき とう ろう 

かん せい 
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しら かし 
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運動は大切 

健康講座 １２ 

こんにちは、私たちは「認知症ケア 
アドバイザー」です 

認知症について正しく知ろう ２２ 

環境型セクハラ 

男女共同参画をめざして １３ 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言（
昭
和
３７
年
１
月
２７
日
） 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言（
昭
和
４６
年
１１
月
１５
日
） 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言（
平
成
７
年
１２
月
２０
日
） 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言（
平
成
１６
年
１２
月
６
日
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 悠久の時を刻みながら流れる五条川　多くの文化遺産 

私たちは　この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章  
（平成３年１２月１日制定） 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

暮らしのガイド １４ 

 
…３ 
 

…３ 
…４ 
 

…８ 
 

…８ 
 

…９ 
…９ 
 

…９ 
…１０ 
…１０ 
…１１ 

市政の窓 ３ 
叙勲受章者と岩倉市表彰受賞者の
皆さんの紹介 
市税の臨時納税窓口と相談窓口を
開設 
岩倉市の人事行政の運営等の状況 
平成２０年度岩倉市職員採用試験（大
学・短期大学卒） 
長寿医療保険料・国民健康保険税の
年金からの引き落とし 
「認知症サポーター養成講座」受
講者募集 
人権研修会 
第１３回いわくら五条川マラソン参
加者募集 
旧基準木造住宅の無料耐震診断を実施 
図書館からのお知らせ 
クリーンチェックいわくら２００８ 

催し １４ 
みどりの家のちいさな朗読会 
Ｐｉａｎｏあらかると　　 
多世代ハッピー計画 
児童館日曜・祝日開館行事 
こころの居場所「あみ～ご」クリスマス会 
　　　　　　　　　　　　　　　ほか 

募集 １５ 
岩倉市長選挙及び岩倉市議会議員補欠 
選挙事務パート職員　 
放置自転車等対策パート職員 
広報配達員 

健康 １６ 
麻しん風しん混合予防接種 
１２月１日は世界エイズデー 
石綿（アスベスト）による健康被害の救 
済に関する法律の一部改正 

相談・その他 １７ 
人権週間 
年末の安全なまちづくり県民運動 
年末の交通安全県民運動 
１２月９日は障害者の日 
不用品データバンク 
献血にご協力ください　ほか 

２１ 
Departamento de Informações
ポルトガル語情報コーナー

▲１０月２５日、岩倉市友好交

流市の福井県大野市で行われた

「九頭竜紅葉まつり」にシャト

ルバスが運行され、１３２人の

皆さんが楽しみました。 

２３ フォトニュース
竹馬づくり交流会・動物ふれあい教 
室・パリ国立高等音楽院で研修中の 
児玉さんが市長を表敬訪問 

「いざという時」慌てないために 

知っておきたい防災知識 ２２ 

クーリング・オフ制度 

消費者トラブルに巻き
込まれないために １３ 

▲１０月２５日、自然生態園北の畑で親子 
イキイキいも掘り大会が行われました。 

あわ 
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叙
勲
受
章
者
と
岩
倉
市
表
彰
受
賞
者
の
皆
さ
ん
の
紹
介
 

市
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

市
税
の
臨
時
納
税
窓
口
 

と
相
談
窓
口
を
開
設
 

 

　
受
章
の
ご
栄
誉
を
心
か
ら
お
祝
い
し
、

ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）
。
 

旭
日
小
綬
章
（
春
の
叙
勲
）
 

★
地
方
自
治
功
労
 

　
浜
島
雅
久
（
大
市
場
町
）
 

       岩
倉
市
表
彰
 

　
岩
倉
市
で
は
、
毎
年
１２
月
１
日
の
市
制

記
念
日
に
、
本
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
 

皆
さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
受
 

賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
順
不
同
・
敬

称
略
）
。
 

●
一
般
表
彰
 

★
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
 

　
三
田
昭
美
（
曽
野
町
）
 

★
教
育
、
体
育
、
学
術
そ
の
他
文
化
の
振

興
に
貢
献
 

　
可
児
洋
子
（
東
町
）
、
牧
野
加
代
子

（
稲
荷
町
）
、
山
口
友
香
（
東
新
町
）
 

★
民
生
の
安
定
に
貢
献
 

　
宮
川
美
樹
（
大
地
町
）
 

★
火
災
そ
の
他
災
害
の
防
護
に
貢
献
　
　

　
近
藤
　
夫
（
東
新
町
）、
関
戸
稔
聡（
本

町
）
、
中
村
均
（
鈴
井
町
）
、
丹
羽
真
伸

（
石
仏
町
）
、
宮
田
寛
（
石
仏
町
）
 

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
表
彰
 

★
婚
姻
後
６０
年
を
迎
え
ら
れ
た
人
 

　
伊
藤
関
三
・
貞
子
（
下
本
町
）
、
江
口

喜
和
司
・
か
や
子
（
大
地
町
）
、
大
島
俊

雄
・
美
智
子
（
八
剱
町
）
、
大
橋
新
吉
・

と
し
子
（
野
寄
町
）
、
大
橋
二
郎
・
雪
子

（
新
柳
町
）
、
緒
方
光
雄
・
タ
カ
子
（
下

本
町
）
、
加
藤
九
十
九
・
ふ
さ
ゑ
（
東

町
）
、
小
出
基
一
・
き
よ
子
（
八
剱
町
）
、

後
藤
衞
・
好
子
（
川
井
町
）
、
後
藤
美
智

夫
・
智
惠
子
（
中
本
町
）
、
鈴
木
福
一
・

す
ゑ
（
北
島
町
）
、
滝
由
秋
・
光
子
（
曽

野
町
）
、
田
　
壹
・
ツ
タ
エ
（
東
新
町
）
、

月
俣
康
夫
・
和
子
（
稲
荷
町
）
、
成
田
胤

重
・
房
子
（
八
剱
町
）
、
縄
本
友
市
・
ツ

ル
（
新
柳
町
）
、
丹
羽
義
範
・
孝
子
（
神

野
町
）
、
古
田
正
一
・
眞
砂
子
（
石
仏

町
）
、
松
井
篁
・
フ
サ
エ
（
大
市
場

町
）
、
松
井
博
・
一
二
三
（
西
市
町
）
、

水
越
秀
雄
・
喜
　
子
（
曽
野
町
）
、
宮
川

新
治
・
照
（
西
市
町
）
、
宮
崎
馨
・
多
鶴

代
（
神
野
町
）
、
宮
嶋
寛
・
久
子
（
下
本

町
）
 

●
問
合
先
　
秘
書
課
秘
書
係
（
q
３
８
‐
 

５
８
０
１
）
ま
で
。
 

      　
市
の
大
切
な
歳
入
で
あ
る
市
税
。
こ
の

市
税
の
お
納
め
忘
れ
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
日
ご
ろ
、
仕
事
な
ど
で
金
融
機
関
の
窓

口
へ
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
や
、

納
税
相
談
を
受
け
た
い
人
の
た
め
に
、
臨

時
の
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
納
税
相
談
に
お
越
し
の
人
で
分

納
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
印
鑑
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
　
１２
月
６
日
g
〜
１４
日
a
ま
で
の

土
・
日
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
４
時
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
税
務
課
 

●
問
合
先
　
税
務
課
収
納
係
（
q
３
８
‐

５
８
０
６
）
ま
で
。
 

は
ま
 じ
ま
 ま
さ
 ひ
さ
 

み
 
た
 あ
き
 み
 

か
 と
う
 
つ
 
く
 
も
 

え
 

こ
い
 で
 も
と
 い
ち
 

こ
 

よ
し
 こ
 

ご
 と
う
 み
 
ち
 

ご
 と
う
 ま
も
る
 

す
ず
 き
 ふ
く
 い
ち
 

お
 が
た
 み
つ
 お
 

こ
 

お
お
 は
し
 じ
 ろ
う
 

こ
 

ゆ
き
 こ
 

た
 さ
き
 あつ
し
 

つ
き
 ま
た
 や
す
 お
 

か
ず
 こ
 

な
り
 た
 た
ね
 

な
わ
 も
と
 と
も
 い
ち
 

し
げ
 

ふ
さ
 こ
 

た
か
 こ
 

た
き
 よ
し
 あ
き
 

み
つ
 こ
 

え
 

お
 

ち
 
え
 
こ
 

ま
つ
 
い
 た
か
む
ら
 

ま
つ
 い
 ひ
ろ
し
 

み
や
 じ
ま
 ひろ
し
 

ひ
 
ふ
 
み
 

み
ず
 ご
し
 ひ
で
 お
 

き
 
た
 
こ
 

み
や
 が
わ
 

ふ
る
 た
 し
ょ
う
 い
ち
 

ま
 
さ
 
こ
 

に
 
わ
 よ
し
 の
り
 

よ
 

ひ
さ
 こ
 

み
や
 ざ
き
 かお
る
 

た
 
づ
 

し
ん
 じ
 

て
る
 

か
 
に
 ひ
ろ
 こ
 

み
や
 が
わ
 み
 
き
 

こ
ん
 ど
う
 た
か
 お
 

い
 と
う
 せ
き
 ぞ
う
 

え
 ぐ
ち
 

さ
だ
 こ
 

わ
 
し
 

き
 

こ
 

し
ま
 と
し
 

お
お
 

お
お
 は
し
 し
ん
 き
ち
 

み
 
ち
 
こ
 

お
 

せ
き
 ど
 と
し
 あ
き
 

な
か
 む
ら
 ひと
し
 

ま
き
 の
 
か
 

こ
 

よ
 

や
ま
 ぐ
ち
 ゆ
 
か
 

に
 
わ
 ま
さ
 の
ぶ
 

み
や
 た
 ひ
ろ
し
 

か
ん
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岩倉市の人事行政の運営等の状況 岩倉市の人事行政の運営等の状況 岩倉市の人事行政の運営等の状況 

１　職員の任免および職員数に関する状況 

　岩倉市の人事行政の運営における公正性、透明性を高めることを目的として、「岩倉市人事行政の運営等の
状況の公表に関する条例」に基づき、平成１９年度の職員の任用、給与、勤務時間その他の勤務条件など人事
行政の運営の状況についてお知らせします。 
　なお、詳細な資料については、市役所１階情報サロンまたは、市のホームページ（アドレス裏表紙参照）で
ご覧ください。 

 

（１）職員の採用の状況 

事務職 

１３人 

保育士 

６人 

看護師 

１人 

保健師 

１人 

消防職 

５人 

技能労務職 

１人 

合　計 

２７人 

（２）職員の退職の状況 

定年退職 

１０人 

勧奨退職 

２０人 

普通退職 

５人 

その他 
（死亡･免職等） 

－ 

合　計 

３５人 

（３）職員の昇任および降任の状況 

部長級 

昇　　　　　　　　　　任 

１人 

課長級 

９人 

主幹級 

８人 

係長級 

１３人 

主任級 

６人 

降　任 

０人 

（４月１日現在） 

（４）職員数の状況 

区　分 

１９年 

２０年 

増減 

事務職 

２０５人 

２００人 

▲５人 

６３人 

５９人 

▲４人 

１１人 

１１人 

０人 

１２人 

１３人 

１人 

４人 

４人 

０人 

１人 

１人 

０人 

１人 

１人 

０人 

１人 

１人 

０人 

４３人 

４６人 

３人 

３８人 

３５人 

▲３人 

３７９人 

３７１人 

▲８人 

保育士 児童厚生員 保健師 看護師 作業療法士 歯科衛生士 栄養士 消防職 技能労務職 合　計 

（各年４月１日現在） 

（５）再任用職員の状況 

区　分 

短時間勤務職員 ２人 ５人 

平成１９年 平成２０年 

（各年４月１日現在） 

（６）職員定員適正化計画 

部　　　門 

一　般　行　政 

特　別　行　政 

公営企業等会計 

合　　　　　計 

２９３人 

８４人 

２９人 

４０６人 

２８２人 

８４人 

２８人 

３９４人 

２６９人 

８５人 

２８人 

３８２人 

２６８人 

８２人 

２８人 

３７８人 

２６８人 

７８人 

２８人 

３７４人 

２６３人 

７８人 

２８人 

３６９人 

平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 

（各年４月１日現在） 

※教育長を含み、小牧岩倉衛生組合派遣職員を除いています。 
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岩倉市の人事行政の運営等の状況 岩倉市の人事行政の運営等の状況 ２　職員の給与の状況 
（１）人件費の状況（平成１９年度普通会計決算） 

住民基本台帳人口 
（平成１９年３月３１日現在） 

４５，７５４人 

歳出額 
（Ａ） 

１２，２７４，１７５千円 

実質収支 

４３７，８６３千円 

人件費 
（Ｂ） 

３，２０４，４１０千円 

人件費率 
（Ｂ／Ａ） 

２６.１％ 

１８年度の 
人件費率 

２７.３％ 

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況 

区分 
一般行政職 

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

岩倉市 

国 

３５３，３７７円 

３２５，７２４円 

４１８，３４３円 

－ 

４５．１１歳 

４０．０８歳 

２８３，１６８円 

２８７，０９４円 

３２４，７２６円 

－ 

４３．０６歳 

４８．０９歳 

合　計 

（平成１９年４月１日現在） 

（２）職員給与費の状況（平成１９年度普通会計決算） 
職員数 
（Ａ） 

３４５人 
（２） 

給　料 職員手当 期末勤勉手当 

１，３３１，６４５千円 

給　　与　　費 

５９３，９９５千円 ２７６，７１１千円 

計（Ｂ） 

２，２０２，３５１千円 

１人当たり給与費 
（Ｂ／Ａ） 

６，２７５千円 

（４）職員手当の状況 

区　　　　分 

期末勤勉手当 
（平成１９年度） 

退職手当 

地域手当 
（平成１９年度） 

特殊勤務手当 
（平成１９年度） 

時間外勤務手当 
（平成１９年度） 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

管理職手当 部長職：１３％　課長職：１１％　主幹職：８％ 

①交通機関利用者　　運賃等の額に応じ、最高５５，０００円 
②交通用具利用者　　通勤距離に応じ、２，０００円～２４，５００円 
③交通機関と交通用具の利用者　　①と②の合計額、最高５５，０００円 

①自宅　２，５００円（新築・購入後５年間　３，５００円） 
②借間・借家　１２，０００円を超える家賃の額に応じ、最高２７，０００円 

扶養親族１人につき１３，０００円～６，５００円 
満１６歳の年度初めから満２２歳の年度末までの子１人につき５，０００円を加算 

期末手当 

１．４０月分（０．７５月分） 

１．６０月分（０．８５月分） 

３．００月分（１．６０月分） 

 ６ 月期 

１２月期 

計 

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有 
※（　）内は再任用職員に係る支給割合です。 

１人当たり平均支給額（平成１９年度実績） 
　普通退職　　　　１１，７６９千円 
　勧奨・定年退職　２４，０５２千円 

支給率 

８％ 

支給対象職員数 

３６７人 

国の制度（支給率） 

職員全体に占める手当 
支給職員の割合 

支給職員１人当たり平均 
支給年額 ４３．６％ ２０，３７１円 

支給対象職員１人当たり平均支給年額 

４３４，８０９円 

３％ 

支給総額 

４７，８７２，５２１円 

職員１人当たり支給年額 

１７６，００２円 

勤勉手当 

０．７５月分（０．３５月分） 

０．７５月分（０．４０月分） 

１．５月分（０．７５月分） 

（平成１９年４月１日現在） 

※（　）内の数は再任用職員の数です。 
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５　職員の服務の状況 

２３３件 

２１６件 

職務専念義務免除承認件数 

営利企業等従事許可件数 

　職員は、地方公務員法により信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務専念義務、政治的行為の制限、 
争議行為等の禁止、営利企業等の従事制限などの義務規定、禁止規定が定められています。 

 

（５）特別職の報酬等の状況 

区　　　分 

市　　　長 

副　市　長 

議　　　長 

副　議　長 

議　　　員 

給料月額等 

９８９，０００円 

８１６，０００円 

５１２，０００円 

４６２，０００円 

４３１，０００円 

期末手当（平成１９年度） 

（平成１９年４月１日現在） 

 ６ 月期　１．６０月分 

１２月期　１．７５月分 

　 計　　３．３５月分 

加算措置　有  

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 
（１）勤務時間 

１日当たりの勤務時間 １週間当たりの勤務時間 

４０時間 
月～金曜日　　午前８時３０分から午後５時１５分まで 

　　　　　　　休憩時間：４５分 

※消防署等出先機関では、交替制勤務など変則勤務職場もありますが、週４０時間を原則として勤 
　務の割り振りをしています。 

（２）休暇制度 

７日１時間 
年次有給休暇の１人当たり平均取得日数 

（平成１９年１月１日～平成１９年１２月３１日） 

　職員の休暇は、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇および介護休暇があります。 

 

（３）育児休業等の取得状況 

区　　分 

取得者数 

育児休業 

１７人（６人） ０人（０人） 

部分休業 

※（　）内は、平成１９年度に新たに育児休業等を取得した職員数 

４　職員の分限および懲戒処分の状況 
分限処分 懲戒処分 

免職 

－ 

休職 

５人 

降任 

－ 

降給 

－ 

免職 

－ 

停職 

－ 

減給 

３人 

戒告 

２人 
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８　公平委員会の業務の状況 
区　　　分 

勤務条件に関する措置の要求 

不利益処分に関する不服申立て 

苦情処理 

件数 

０件 

０件 

０件 

６　職員の研修および勤務成績の評定の状況 
（１）職員の研修の状況 

区　分 

自主研修 

派遣研修 

人　数 

６９４人 

新規採用職員研修、クレーム対応力向上研修、政策課題研修、リスクマネジ 
メント研修、コーチング研修、メンタルヘルス研修、公務員倫理研修など 

（財）愛知県市町村振興協会研修センター、尾張五市二町研修協議会、自治 
大学校、市町村職員中央研修所、全国市町村国際文化研修所など 

主　な　研　修　内　容 

合　　　　　　　　計 

５８５人 

１０９人 

（２）勤務成績の評定の概要 
概　　　　　　　　要 対象者数 評定の時期 

部長（一部、課長を含む）以上による勤務成績評定と自己評定とし、 
ＡからＥまでの５段階で評価します。勤勉手当の成績率は、部課長職は 
１００分の１８０以下、主幹職は１００分の１４０以下の範囲内としています。 

６月期　７８人 
１２月期　８８人 

６月１日 
１２月１日 

７　職員の福祉および利益の保護の状況 
（１）職員の健康管理事業の状況 

区　分 

定期健康診断 

人間ドック 

産業医による健康相談 

受診者数 

１４２人 

２３２人 

２２人 

（２）共済制度 

３８０，７２５，７４４円（１人当たり１，０５４，６４１円） 共済組合負担金 

　愛知県市町村職員共済組合に加入しています。共済組合では、短期給付事業（医療関係等）、長期給付 
事業（年金関係等）、福祉事業（健康保持増進事業等）を行っています。 

（３）職員互助会 

２，９１５，８１４円（会員数３７４人） 

会員掛金：市負担金＝１：１ 

互助会負担金 

負担割合 

　会員（職員）相互の共済および福祉の増進のために、職員互助会を設置しています。 

（４）職員の災害補償 

０件 

２，７７５，１０８円 

公務災害（傷病）認定件数 

地方公務員災害補償基金負担金 

●愛北広域事務組合・小牧岩倉衛生組合の人事行政の運営等の状況の公表は、各組合のホームページおよび、
　岩倉市役所前の掲示場で公表していますので、ご覧ください。 
　ホームページアドレス 
　　　愛北広域事務組合　http://home.owari.ne.jp/̃aihoku/aihoku.index.html 
　　　小牧岩倉衛生組合　http://www.city.komaki.aichi.jp/gaiyou/sosiki/knkycenter/ 
●問合先　秘書課人事係（q３８－５８０１）まで。 
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長
寿
医
療
保
険
料
お
よ
び
、
世
帯
主
を

含
む
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
全
員
６５
歳

〜
７４
歳
の
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
税
は
、

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
に
な

り
ま
す
。
年
金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
た
保

険
料
（
税
）
は
、
本
人
以
外
の
所
得
税
や

住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
に
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

　
た
だ
し
、
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
場

合
は
、
お
申
し
出
に
よ
り
、
年
金
か
ら
の

引
き
落
と
し
を
中
止
し
、
口
座
振
替
で
お

支
払
い
い
た
だ
け
ま
す
（
現
在
国
に
お
い

て
、
こ
の
要
件
を
撤
廃
す
る
こ
と
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
）
。
 

長
寿
医
療
保
険
料
の
条
件

①
こ
れ
ま
で
２
年
間
、
国
民
健
康
保
険
税

の
納
め
忘
れ
が
な
か
っ
た
人
が
、
本
人
の

口
座
か
ら
支
払
う
場
合
 

②
年
金
収
入
１
８
０
万
円
未
満
の
本
人
に

代
わ
っ
て
、
世
帯
主
や
配
偶
者
の
口
座
か

ら
支
払
う
場
合
 

国
民
健
康
保
険
税
の
条
件

　
こ
れ
ま
で
２
年
間
、
国
民
健
康
保
険
税

の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
口
座
振
替
で
支
払

う
場
合
 

長
寿
医
療
保
険
料
・
国
民
 

健
康
保
険
税
の
年
金
か
ら
 

の
引
き
落
と
し
 

※「短大」とは、学校教育法による専修学校の専門課程のうち、総授業時間数が１,６００時間以上で修学年限が
　２年以上の学校を含みます。 
※地方公務員法第１６条に規定する欠格条項に該当する人は受験できません。 

２．試験（１次試験）
●とき　平成２１年１月１７日（土）午前８時４５分～午後３時３０分終了予定 
●ところ　岩倉市役所（教養試験、適性検査、作文試験）、岩倉市立体育館（体力測定） 
●試験内容　教養試験、適性検査、作文試験、体力測定 
※採用内定者の決定は２月下旬ごろに通知します。 

３．受験申込書・受験票の請求方法
①岩倉市役所秘書課で直接受け取る。 
②郵便で請求する（封筒に｢受験申込書請求｣と朱書きし、１２０円分の切手を貼ったＡ４判サイズの返信
用封筒［住所・氏名・郵便番号を明記］を同封してください）。 
③岩倉市ホームページからダウンロードする。 

４．受験申込方法
●受付期間  １２月１日（月）～１８日（木）午前８時３０分～午後５時１５分（土・日曜日は除く） 
●提出書類　岩倉市職員採用候補者試験申込書、受験票（市指定用紙） 
●申込方法　 
①岩倉市役所秘書課に直接持参する。 
②郵便で申し込む（封筒に「受験申込み」と朱書きし、提出書類［受験票は、表裏に必要事項を明記、５０
円切手貼付］を必ず同封してください）。※受付期間内必着のこと。 

５．採用
　採用期日は、平成２１年４月１日の予定です。 
●申込・問合先　秘書課人事係（所在地およびホームページアドレスは裏表紙参照）（q３８－５８０１）
まで。 

平成２０年度岩倉市職員採用試験（大学・短期大学卒）
１．職種・採用予定人数・受験資格 

職　　種 

事　務　職 

技　術　職 

３人 

１人 

大　学 
短　大 

昭和５３年４月２日以降に 
生まれた人で、平成２１年 
３月３１日までに卒業また 
は卒業見込みの人 

建築士、土木施工管理技士等、建築、 
土木技術の資格取得者または、取得 
可能者 

採用予定 
人数 学　歴 年　　齢 資　格　等 

受　験　資　格 
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●
ご
利
用
い
た
だ
け
る
金
融
機
関

　
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
い
ち
い
信
用

金
庫
、
愛
知
北
農
業
協
同
組
合
、
中
京
銀

行
、
岐
阜
銀
行
、
名
古
屋
銀
行
、
十
六
銀

行
、
愛
知
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
 

●
お
申
し
出
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証
 

・
納
入
（
納
税
）
通
知
書
 

・
預
金
通
帳
　
・
銀
行
届
出
印
 

●
そ
の
他
　

・
口
座
振
替
の
依
頼
だ
け
で
は
、
年
金
か

ら
の
引
き
落
と
し
は
中
止
さ
れ
ま
せ
ん
。

必
ず
「
納
付
方
法
変
更
申
出
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
保
険
料
納
入
通
知
書
・
保
険
税
納
税
通

知
書
を
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
特
別
徴
収

の
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
、
年
金
か

ら
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。
 

●
申
出
・
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医

療
係
（
q
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

      　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
偏

見
を
持
た
ず
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
で
あ
る
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
育
成
す
る
た
め
、
養
成
講

座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
５
人
以
上

で
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、

講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
生
き
が
い
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
講
座
時
間
　
１
時
間
３０
分
程
度
 

●
講
座
内
容
　
認
知
症
の
症
状
や
診
断
・

治
療
、
接
す
る
と
き
の
心
構
え
な
ど
 

●
対
象
者
　
市
内
在
住
の
５
人
以
上
で
認

知
症
に
関
心
の
あ
る
人
 

●
講
師
　
岩
倉
市
認
知
症
ケ
ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
 

●
費
用
　
無
料
 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係

（
q
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。
 

      　
昭
和
２３
年
の
国
際
連
合
総
会
で
採
択
さ

れ
た
世
界
人
権
宣
言
を
ご
存
じ
で
す
か
。
 

　
こ
の
宣
言
に
は
「
す
べ
て
の
人
間
は
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
か
つ
、

尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
」

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
現
実
に
は
私
た
ち
の
身
の
ま

わ
り
に
は
、
女
性
、
子
ど
も
、
障
害
者
、

高
齢
者
、
外
国
人
や
同
和
問
題
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
あ
り
、
差
別
や
偏

見
に
よ
り
不
当
に
人
権
を
侵
し
た
り
、
侵

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
く
し
、
人
権
問

題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
、
人
権
研
修
会
を
行
い
ま
す
。
 

　
入
場
料
は
無
料
で
す
。
 

●
と
き
　
１２
月
１６
日
c
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
３０
分
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
大
会
議
室
 

●
テ
ー
マ
　
発
達
障
害
の
理
解
と
か
か
わ

り
方
 

●
内
容
　
講
演
、
意
見
交
換
（
予
定
）
 

●
講
師
　
あ
い
ち
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
q
３
８
‐

５
８
０
９
）
ま
で
。
 

第13回いわくら五条川マラソン参加者募集 
●とき　平成２１年３月１日（日）（雨天決行） 
●ところ　総合体育文化センター（開会式、閉会式会場） 
●種目　マラソン１０キロコース 
　　　　　　１部　男子４０歳未満（高校生以上） 
　　　　　　２部　男子４０歳以上 
　　　　　　３部　女子４０歳未満（高校生以上） 
　　　　　　４部　女子４０歳以上 
　　　　マラソン４キロコース　　　　　　　　　　ジョギング２キロコース
　　　　　　５部　男子中学生　　　　　　　　　　　１１部　高校生以上 
　　　　　　６部　男子４０歳未満（高校生以上）　　１２部　小・中学生 
　　　　　　７部　男子４０歳以上 
　　　　　　８部　女子中学生 
　　　　　　９部　女子４０歳未満（高校生以上） 
　　　　　１０部　女子４０歳以上 
●参加料　マラソン１０キロコース…一般・高校生１,１００円 
　　　　　マラソン４キロコース…一般・高校生１,１００円、中学生４００円 
　　　　　ジョギング２キロコース…一般・高校生４００円、小・中学生１００円 
●申込方法　平成２１年１月１０日（土）までに所定の申込書でお申し込みく 
ださい（申込書は市内の各施設で配布予定です）。 
●主催　岩倉市、岩倉市教育委員会 
●主管　いわくら五条川マラソン実行委員会 
●申込・問合先　いわくら五条川マラソン実行委員会事務局（総合体育文化セ 
ンター内q６６－２２２２）まで。 

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
 

成
講
座
」
受
講
者
募
集
 

人
権
研
修
会
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対
象
は
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住

宅
で
す
。
 

①
旧
基
準
（
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に

着
工
）
で
建
て
ら
れ
た
住
宅
 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
、
伝
統

構
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル

構
法
な
ど
は
対
象
外
）
 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長

屋
、
共
同
住
宅
（
空
家
は
対
象
外
）
 

※
平
成
２０
年
４
月
か
ら
木
造
住
宅
だ
け
で

な
く
非
木
造
住
宅
（
構
造
が
鉄
骨
造
・

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
）
に
つ
い
て

も
耐
震
診
断
費
の
補
助
の
対
象
に
な
り
ま

し
た
。
 

●
申
込
方
法
　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
土
木
課
窓
口
で
簡
易

耐
震
診
断
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
非
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
土
木
課

建
築
係
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者
 

も
し
弱
い
と
こ
ろ
が
見
つ
か
っ
た
ら
耐
震

改
修
工
事
を
行
い
ま
し
ょ
う
！
 

　
無
料
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危
険

が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震

改
修
工
事
を
実
施
す
る
人
に
対
し
て
、
耐

震
改
修
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。
 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
 

①
岩
倉
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断
に

お
い
て
、
判
定
値
が
１
・
０
未
満
と
診
断

さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
判
定
値
を
１
・
０

以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事
。
た
だ
し
、

耐
震
補
強
上
有
効
な
耐
震
改
修
工
事
（
判

定
値
に
０
・
３
を
加
算
し
た
数
値
以
上
と

す
る
）
に
限
る
。
 

●
補
助
金
額
　
１
戸
あ
た
り
６０
万
円
を
限

度
と
し
ま
す
（
た
だ
し
、
６０
万
円
未
満
の

場
合
は
、
そ
の
金
額
と
な
り
ま
す
）
。
 

●
補
助
の
対
象
　
１
敷
地
に
１
戸
 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

税
制
の
特
例
措
置
の
適
用
が
あ
り
ま
す

　
耐
震
改
修
費
補
助
を
利
用
し
た
場
合
、

耐
震
改
修
工
事
費
の
１０
㌫
相
当
額
（
２０
万

円
を
限
度
）
が
所
得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。
 

　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年

度
ま
で
に
一
定
の
条
件
に
適
合
す
る
耐
震

改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
固
定
資
産
税

額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係
（
q
６
６
‐

１
１
１
１
内
線
６
５
８
）
ま
た
は
、
税
務

課
課
税
第
１
係
（
内
線
５
７
３
）
課
税
第

２
係
（
内
線
５
７
５
）
ま
で
。
 

旧
基
準
木
造
住
宅
の
無
料
 

耐
震
診
断
を
実
施
 

貸出期間の変更について
　図書館の年末業務は、１２月２７日（土）まで、年始 
は平成２１年１月６日（火）からです。休館に伴って、 
１２月１４日（日）から２７日（土）までの貸出期間を 
変更します。 
●貸出期間　「１５日間以内」を「２４日間以内」に変更 
 
図書の無償譲渡とリサイクルコーナー
　図書館で不用となった図書を差し上げます。お渡しする本は、一般図書（児童図書を含む）と雑誌で、
１人それぞれ１０点までです。 
●とき　１２月２０日（土）・２１日（日）午前９時３０分～午後５時 
●ところ　図書館２階会議室 
●対象者　市内に在住・在勤・在学の人または、岩倉市図書館の館外利用券をお持ちの人（当日、氏名・
住所が確認できるものまたは、館外利用券をご持参ください） 
　なお、図書館の出入り口付近にはリサイクルコーナーを設置しています。こちらは家庭で不用となった
本を自由に置いていただき、自由に持ち帰っていただくコーナーです。また定期的に図書館で廃棄対象と
なった本も提供しています。 
　大切な知的資源である本を有効活用するため、ぜひリサイクルコーナーをご活用ください（リサイクル
コーナーには本以外のＡＶ資料、カタログ、漫画、汚損が激しいものなどは置かないようにご協力をお願
いします）。 
●問合先　図書館（q３７－６８０４）まで。 

図書 館からのお知らせ
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大市場町区（区役員・区議員・環境委員・子ども会育成会・老人クラブ・婦人防火クラブ・保健推進委員）、下本町区（区役員・老人会・町内会
長・子ども会・班長）、中本町区（区分別収集６支援会・組長・副区長・町内会長・区民）、東町区（区役員・みどりの風・東町を守る会・子ども会・
婦人部・保健推進委員・ゆうわ会）、井上町区（区役員・班長・ゆうわ会役員）、八剱町区（各組組長・各組環境係・ゆうわ会・子ども会・区役員
会・環境委員・その他協力者）、神野町区（区役員・子ども会・老人クラブ・保健推進委員・民生委員）、中野町区（区役員・環境委員・保健推
進委員・氏子総代・ゆうわ会・子ども会）、泉町町内会（区役員・ゆうわ会・子ども会）、石仏町区（区役員・ゆうわ会・子ども会）、本町北口区（区
三役・町内議員・班長・子ども会役員・ゆうわ会・健康推進委員・自警団役員）、本町門前区（区役員・ゆうわ会・保健推進委員・子ども会・更生
保護女性会）、本町上市場区（区役員・いちい信用金庫岩倉本町支店職員・みのり会・有志会）、鈴井町区（区役員・班長・環境委員・ゆうわ
会・子ども会）、西市町区（区役員・昭和会・ゆうわ会・婦人会）、新柳町区（区役員・班長・新柳会・子ども会）、新柳町一区（ヒューマンアイランド
岩倉自治会・コープ野村岩倉自治会）、中央町区（区役員・子ども会・保健推進委員・民生委員）、大地町区（区役員・民生委員・子ども会・保
健推進委員・区民）、稲荷町区地域安全パトロール隊（区役員・副区長・環境委員・昭和会）、曽野町区（区役員・ゆうわ会・子ども会・環境委員・
婦人防火クラブ・農事組合）、五条町自治会（区長代理・環境委員）、大山寺町区（字議員・保健推進委員・子ども会役員）、南新町区（町内
会役員）、北島町区（各組長・氏子・親和会・子ども会）、川井町クリーンチェック団（区役員・老人会役員・保健推進委員・民生委員・公害防止
委員・氏子総代・環境委員・子ども会役員・小学校地区委員・中学校区委員）、野寄町区（区役員・ゆうわ会）、岩倉団地自治会（東小児童・先
生・母親・ゆうわ会・自治会・南中ボランティア・水辺を守る会）、稲荷町ゆうわ会、東新町老人クラブ、西市西子ども会、稲荷子ども会、上市場子
ども会、岩倉市ボランティア活動センター運営協議会（岩倉市子ども会連絡協議会・岩倉市国際交流協会・イキイキライフの会・日本ボーイスカ
ウト岩倉第1団・岩倉ユニセフチャリティの会・岩倉ボランティアサークル・手話サークルこいのぼり夜の部・いわくら塾・いわくら猫の会・中本町防
犯パトロール仲間・いわくら市民ミュージカル実行委員会・岩倉鳴子踊りの会「五条川桜」）、岩倉市更生保護女性会、岩倉自動車整備組合、
岩倉ライオンズクラブ、㈱丹羽工務店、いちい信用金庫愛北営業部、中部電力㈱名北給電制御所、岩倉市体育協会、岩倉市公民館、岩倉
市図書館、公民館サークル９１団体、ユニー岩倉店、郵便事業㈱岩倉支店、郵便局㈱岩倉郵便局、石塚硝子㈱岩倉工場、ミヨシ油脂㈱名古
屋工場、愛知北農業協同組合岩倉支店、藤徳紙器㈱、岩倉北小学校、岩倉南小学校（南小学校ＰＴＡ）、岩倉東小学校、五条川小学校、
曽野小学校、岩倉中学校、南部中学校、中部保育園、西部保育園、南部保育園、下寺保育園、仙奈保育園、北部保育園、東部保育園（父
母の会）、第一児童館、第二児童館（ひなげし母親クラブ）、第三児童館、第四児童館、第五児童館、第六児童館、第七児童館（コスモス母
親クラブ）、愛知県立岩倉総合高等学校、曽野第二幼稚園母の会、岩倉建設協力会、岩倉資源組合、岩倉青年会議所、岩倉市商工会、岩
倉市指定収集袋取扱店組合、岩倉団地自治会、岩倉の水辺を守る会、岩倉のごみを考える会、岩倉ナチュラリストクラブ、岩倉市婦人会、岩
倉市子ども会連絡協議会、岩倉ボランティアサークル、ふれあい花の会、岩倉ロータリークラブ、岩倉市小中学校ＰＴＡ連合会、岩倉市シルバ
ー人材センター、３Ｒいわくら 

　１０月２５日から１１月９日まで市内全域で

行われた「クリーンチェックいわくら２００８」

に、２６１団体８,２４１人の皆さんが参加しま

した。期間中、全地域から集められたごみは、

約６,３９０㎏にもなりました。皆さんのご協力

ありがとうございました。 

参加団体（順不同）　※回収協力団体も含みます。 
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健 健 康 康 

講 講 座 座 

運
動
は
大
切 

岩
倉
市
医
師
会
　
寺
澤
正
恭

て
ら 

ざ
わ 

ま
さ 

ゆ
き 

　
人
間
は
、
動
物
＝
動
く
物
、
な
の

で
動
か
な
い
と
調
子
が
悪
く
な
り
ま
す
。
 

機
械
で
も
、
普
段
動
か
し
て
い
な
い

と
不
調
に
な
る
の
と
同
じ
で
す
。
そ

れ
は
、
骨
筋
肉
だ
け
で
な
く
、
内
臓

や
精
神
に
つ
い
て
も
言
え
ま
す
。
 

骨
や
筋
肉
 

　
使
わ
な
け
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
萎
縮

し
て
い
き
ま
す
。
３
日
も
ベ
ッ
ド
で

じ
っ
と
寝
て
い
れ
ば
、
歩
け
な
く
な

り
ま
す
。
体
を
支
え
る
の
に
必
要
な

筋
肉
や
骨
が
萎
縮
し
て
し
ま
う
か
ら

で
す
。
高
年
齢
に
な
る
と
、
足
の
筋

肉
が
落
ち
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

の
に
必
要
な
筋
肉
が
だ
め
に
な
れ
ば
、

ち
ょ
っ
と
し
た
事
で
よ
ろ
め
い
て
転

倒
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
に
な
る
と
、

若
い
こ
ろ
に
比
べ
て
同
じ
運
動
量
で

付
く
筋
肉
量
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
の
運
動
を
し
て
い
か
な
い

と
筋
肉
が
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
腰
や

膝
の
痛
み
、
肩
こ
り
な
ど
は
、
筋
力

が
足
り
な
い
、
体
を
動
か
さ
な
い
た

め
に
血
行
が
悪
く
な
る
、
筋
肉
が
硬

く
な
る
、
関
節
の
可
動
性
が
低
下
す

る
こ
と
で
も
起
こ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
骨
や
関
節
の
軟
骨
は
、
体

重
を
支
え
、
関
節
が
動
き
、
負
荷
が

か
か
る
こ
と
で
新
陳
代
謝
が
進
み
ま
す
。
 

内
臓
 

　
運
動
し
て
筋
肉
が
つ
く
と
代
謝
が

あ
が
り
、
太
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
食
べ
る
の
に
運
動
し
な
い
と
、

代
謝
が
悪
く
な
り
、
余
分
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
脂
肪
と
な
り
ま
す
。
そ
の
脂

肪
か
ら
（
特
に
内
臓
脂
肪
）
代
謝
を

妨
げ
る
も
の
が
で
ま
す
。
す
る
と
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
糖
が
上
が
り
、

血
圧
が
高
く
な
り
ま
す
。
最
近
よ
く

い
わ
れ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
糖
尿
病
は
、
運
動
不
足
、

過
食
、
肥
満
に
よ
っ
て
、
血
糖
を
下

げ
る
ホ
ル
モ
ン
の
イ
ン
ス
リ
ン
が
す

い
臓
か
ら
出
て
も
体
が
反
応
し
な
く

な
り
発
症
し
ま
す
。
早
い
時
期
で
あ

れ
ば
、
運
動
で
イ
ン
ス
リ
ン
に
対
す

る
反
応
性
が
改
善
し
ま
す
。
脂
肪
が

１
㌔
㌘
増
え
る
と
血
管
は
３
０
０
㍍

増
え
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
、
遠

く
に
細
か
い
血
管
を
通
し
て
血
液
を

送
ら
ね
ば
い
け
な
い
の
で
、
血
圧
が

上
が
り
ま
す
。
血
圧
は
、
軽
い
運
動

を
始
め
る
こ
と
で
低
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

精
神
 

　
運
動
を
し
た
後
は
、
爽
快
感
を
感

じ
る
と
思
い
ま
す
。
運
動
す
る
こ
と

で
気
持
ち
は
前
向
き
に
な
り
、
気
分

転
換
が
で
き
ま
す
し
、
抑
う
つ
状
態

が
改
善
し
ま
す
。
し
か
し
、
う
つ
の

ひ
ど
い
人
に
、
「
が
ん
ば
れ
！
　
が

ん
ば
れ
！
」
と
運
動
さ
せ
る
の
は
逆

効
果
で
す
。
 

　
い
く
ら
運
動
が
大
切
と
い
っ
て
も
、

こ
の
便
利
な
世
の
中
、
ど
う
し
て
も

運
動
量
が
足
り
ま
せ
ん
。
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ジ
ム
で
行
う
運
動
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ
け
が
運
動
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
階
段
を
上
っ
た
り
、
掃

除
を
し
た
り
、
自
転
車
で
買
い
物
に

行
っ
た
り
、
散
歩
し
た
り
、
す
べ
て

が
運
動
で
す
。
意
識
し
て
体
を
動
か
し
、

摂
取
カ
ロ
リ
ー
を
減
ら
す
こ
と
が
必

要
で
す
。
 

 

い
 し
ゅ
く
 

ひ
ざ
 

そ
う
 か
い
 か
ん
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　職場でエッチなことを言ってからかったり

して、相手の女性が嫌だと感じてしまったら

環境型セクハラの成立です。 

出典：財務省印刷局「男社会の常識・非常識」 

●問合先　生涯学習課生涯学習係（☎３８

－５８１９）まで。 

●環境型セクハラ● 

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
と
い
う
言
葉
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、
い

っ
た
ん
結
ん
だ
契
約
を
一
切
の
経
済
負
担

を
す
る
こ
と
な
く
、
無
条
件
で
契
約
を
解

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
 

　
た
だ
し
、
す
べ
て
の
契
約
に
認
め
ら
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
自

分
か
ら
店
舗
に
出
か
け
て
品
物
を
購
入
し

た
り
、
通
信
販
売
で
商
品
を
注
文
し
た
よ

う
な
場
合
は
、
こ
の
制
度
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
は
？
 

　
不
意
な
訪
問
販
売
な
ど
で
結
ん
で
し
ま

っ
た
契
約
を
一
定
期
間
内
に
よ
く
考
え
て

契
約
を
止
め
た
い
と
思
っ
た
と
き
、
次
の

よ
う
な
場
合
は
契
約
を
解
除
で
き
ま
す
。
 

契
約
解
除
の
通
知
を
送
り
ま
し
ょ
う
 

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
行
う
に
は
下
記

の
よ
う
な
書
面
を
は
が
き
で
出
す
方
法
と

内
容
証
明
郵
便
で
出
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。
 

　
は
が
き
で
出
す
場
合
に
は
、
控
え
と
し

て
必
ず
両
面
コ
ピ
ー
を
取
っ
て
お
き
、
配

達
記
録
郵
便
ま
た
は
、
簡
易
書
留
で
送
り

ま
す
。
 

　
内
容
証
明
郵
便
は
、
い
つ
、
誰
が
、
誰

に
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
書
面
を
送
っ
た

か
を
郵
便
局
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
と
い

う
制
度
で
も
っ
と
も
確
実
な
方
法
で
す
。
 

用
紙
は
文
具
店
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
３
枚
１
組
の
用
紙
に
通
知
内
容
を
書

き
郵
便
局
に
持
っ
て
い
く
と
１
通
は
業
者

に
発
送
、
１
通
は
郵
便
局
の
保
管
、
１
通

は
自
分
の
控
え
と
し
て
返
却
さ
れ
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
相
談
室
（
☎

３
８
‐
５
８
２
２
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
 

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に 

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度 

〜
「
仕
方
な
い
…
」
と
思
わ
ず
に
契
約
解
除
し
ま
し
ょ
う
〜

クーリングオフができる契約の種類と期間 

※期間の起算日は、「法定の契約書面が交付された日」または、
「クーリング・オフ告知の日」からで、いずれも初日を算入。 
※事業者がうそをいったり、威迫をして、クーリングオフを妨
害した場合は、上記の期間に関係なくその妨害が解消されるま
でクーリング・オフができます。 

訪問販売（アポイントメントセールス、キャッチセ 
ールス、催眠商法を含む） 
電話勧誘販売 
特定継続的役務提供（エステ、外国語会話教室、 
学習塾、家庭教師、パソコン教室、結婚相手紹介 
サービス） 
連鎖販売取引（マルチ商法） 
業務提供勧誘販売（内職、モニター商法） 

８日間 

２０日間 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
通
知
の
記
載
例
 

契
約
解
除
通
知
 

　
契
約
年
月
日
　
　
平
成
○
○
年
○
月
○
日
 

　
書
面
受
領
日
　
　
平
成
○
○
年
○
月
○
日
 

　
商
品
・
役
務
名
　
○
○
○
○
 

　
契
約
金
額
　
　
　
○
○
○
○
円
 

　
販
売
会
社
名
　
　
株
式
会
社
○
○
　
○
○
支
店
 

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
者
○
○
○
○
氏
 

 右
記
日
付
の
契
約
は
解
除
し
ま
す
。
な
お
、
支
払
済
み
 

の
○
○
円
を
返
金
し
商
品
を
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 　
平
成
○
○
年
○
月
○
日
 

　
愛
知
県
岩
倉
市
○
○
町
○
―
○
　
氏
名
○
○
○
○
 

 

○
○
市
○
○
町
○
○
番
地
 

株
式
会
社
○
○
 

　
　
　
代
表
者
　
　
様
 

切
 

手
 



問合先（岩倉市役所）　☎0587－66－1111（代表）
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp
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●
み
ど
り
の
家
の
ち
い
さ

な
朗
読
会

  
       　

「
絵
本
、
エ
ッ
セ
ー
な
ど
の

朗
読
に
耳
を
傾
け
る
…
」
そ
ん

な
世
界
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
　
 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
１２
月
６
日
G
午
前
１１

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
会
議

室
 

▼
朗
読
　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ゆ
り
の
会
」
メ
ン
バ
ー
 

▼
内
容
　
ど
う
す
る
　
ど
う
す

る
あ
な
の
な
か
（
絵
本
）
、
一

万
年
目
の
か
め
（
名
古
屋
の
昔

話
）
　
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
q
６
６
‐
６

７
０
０
）
 

  ●
Ｐ
ｉ
ａ
ｎ
ｏ
あ
ら
か
る
と
 

  　
ピ
ア
ノ
曲
を
集
め
て
「
音
楽
 

メ
ニ
ュ
ー
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

ピ
ア
ノ
と
い
っ
し
ょ
に
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
１２
月
１３
日
G
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
ピ
ア
ノ
演
奏
　
油
井
真
奈
美

さ
ん
 

▼
曲
目
　
ク
リ
ス
マ
ス
・
あ
・

ら
・
か
る
と
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
q
６
６
‐
６

７
０
０
）
 

  　
ユ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
地
域
連
携
事
業
 

●
多
世
代
ハ
ッ
ピ
ー
計
画
 

  　
岩
倉
市
青
少
年
の
居
場
所
づ

く
り
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、

岩
倉
市
の
中
学
生
・
高
校
生
を

中
心
と
し
た
青
少
年
と
、
地
域

の
多
世
代
の
人
と
の
交
流
を
進

め
、
お
互
い
が
気
安
く
声
の
掛

け
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
 

　
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
人

と
と
も
に
、
他
団
体
と
の
好
循

環
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
上

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
青

少
年
の
居
場
所
が
で
き
る
と
考

え
、
こ
の
事
業
を
行
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１２
月
１３
日
G
午
前
９

時
４５
分
〜
午
後
３
時
４５
分
（
受

付
午
前
９
時
３０
分
）
　
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
２
階
ア
リ
ー
ナ
 

▼
対
象
　
中
学
生
以
上
 

▼
内
容
 

★
午
前
の
部
…
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
体
験
 

・
講
師
　
岩
倉
市
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

会
 

★
午
後
の
部
…
遊
び
体
験
 

・
講
師
　
藤
田
由
仁
さ
ん
（
日

本
独
楽
博
物
館
館
長
）
 

▼
主
催
　
岩
倉
市
青
少
年
の
居

場
所
づ
く
り
事
業
実
行
委
員
会
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教

育
委
員
会
、
岩
倉
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
愛
知
県
青
少
年
育
成

県
民
会
議
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
青
少
年
の

居
場
所
づ
く
り
事
業
実
行
委
員

長
山
田（
q
６
６
‐
０
７
２
８
） 

  ●
児
童
館
日
曜
・
祝
日
開

館
行
事
 

  「
昔
の
遊
び
・
紙
芝
居
」
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る

行
事
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
１２
月
１４
日
A
午
後
１

時
３０
分
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
第
五
児
童
館
（
岩

倉
団
地
）
 

▼
指
導
　
イ
キ
イ
キ
ラ
イ
フ
の

会
 

▼
問
合
先
　
第
五
児
童
館
（
q

６
６
‐
０
８
１
７
）
 

  ●
こ
こ
ろ
の
居
場
所
「
あ
み

〜
ご
」
ク
リ
ス
マ
ス
会

          　
仲
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、

軽
食
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な

が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。
 

　
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
自
由
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
１２
月
１９
日
F
午
前
１１

時
〜
午
後
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室
 

▼
参
加
費
　
１
人
２
０
０
円
 

 

い 

ま 

な 

み 

ゆ 

た 

よ
し 

ひ
と 

ふ
じ 

　広報いわくら11月15日号13ページでお知らせした「枯れ草は火災の元雑草は早めに刈り
取りを！」の記事の中で、文章に誤りがありました。謹んでお詫び申し上げます。 

誤→６０ 以内に　正→６０ 以内に 

★お詫びと訂正★
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こ
こ
ろ
の
居
場
所
「
あ
み
〜
ご
」
 

　
心
の
病
を
持
っ
た
人
た
ち
が
、

気
軽
に
訪
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く

場
で
す
。
仲
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
気
分

転
換
を
し
た
り
、
悩
み
事
を
相

談
し
た
り
…
そ
ん
な
時
間
を
過

ご
す
場
所
で
す
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
１
・
３
金
曜

日
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円
 

▼
主
催
　
精
神
障
害
者
家
族
会

岩
倉
し
ら
ゆ
り
会
 

▼
協
力
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
か
ざ
ぐ
る
ま
 

▼
問
合
先
　
米
本
（
q
３
７
‐

６
０
６
６
）ま
た
は
、
青
木（
q

６
６
‐
６
８
３
９
）
 

 
 

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
１２
月
は
、
津
軽
三
味
線
の
演

奏
で
す
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
、

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
な
ど
積

極
的
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
で
す
。
津
軽
民
謡
だ
け
で
な

く
、
太
棹
三
味
線
で
い
ろ
い
ろ

な
ジ
ャ
ン
ル
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
１２
月
２１
日
A
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
　
津
軽
三
味
線「
恋
糸
」 

▼
演
奏
曲
　
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら

節
　
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
q
６
６
‐
６

７
０
０
）
 

  ●
弘
法
様
青
空
市
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

　
 

 　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
岩
倉

一
期
一
会
荘
で
は
弘
法
様
青
空

市
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催

し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
出
店
し
て
い
た
だ
け
る
人
も

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１２
月
２１
日
A
午
前
１０

時
４５
分
〜
正
午
（
雨
天
決
行
）
 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
一
期
一
会
荘

（
北
島
町
二
本
木
７
）
 

▼
募
集
期
限
　
１２
月
１２
日
F
 

▼
出
店
料
　
無
料
 

▼
そ
の
他
　
申
込
内
容
を
確
認
 

の
う
え
、
出
店
を
ご
遠
慮
い
た
 

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
一
期

一
会
荘（
q
６
６
‐
２
１
１
０
） 

 ●
平
成
２１
年
賀
詞
交
歓
会

 
      

　
岩
倉
市
商
工
会
で
は
、
立
食

パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
で
、
賀
詞
交

歓
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
平
成
２１
年
１
月
６
日

C
午
前
１１
時
３０
分
〜
（
受
付
午

前
１１
時
）
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
会
費
　
３
千
円
 

▼
対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤

の
人
 

▼
定
員
　
１
５
０
人（
先
着
順
） 

▼
申
込
期
限
　
１２
月
１２
日
F
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
商

工
会
（
q
６
６
‐
３
４
０
０
）
 

        ●
岩
倉
市
長
選
挙
及
び
岩

　
倉
市
議
会
議
員
補
欠
選

　
挙
事
務
パ
ー
ト
職
員
 

  　
来
年
１
月
２５
日
A
に
岩
倉
市

長
選
挙
及
び
岩
倉
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
を
行
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
岩
倉
市
選
挙
管
理
委
員
会

で
は
、
選
挙
事
務
に
従
事
す
る

パ
ー
ト
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
 

①
投
票
事
務
パ
ー
ト
職
員
 

▼
募
集
人
数
　
４５
人
（
各
投
票

所
３
〜
４
人
）
 

▼
勤
務
場
所
　
各
投
票
所
 

▼
勤
務
日
　
平
成
２１
年
１
月
２５

日
A
 

▼
勤
務
時
間
　
午
前
６
時
３０
分

〜
午
後
８
時
３０
分
（
半
日
勤
務

も
相
談
に
応
じ
ま
す
）
 

▼
勤
務
内
容
　
投
票
す
る
人
が
、

名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

確
認
す
る
な
ど
の
仕
事
で
す
。
 

▼
賃
金
　
１
時
間
９
７
０
円

（
８
時
間
を
超
え
る
分
は
２５

増
）
 

②
期
日
前
投
票
事
務
パ
ー
ト
職
員
 

▼
募
集
人
数
　
６
人
 

▼
勤
務
場
所
　
岩
倉
市
役
所
 

▼
勤
務
日
　
平
成
２１
年
１
月
１９

日
B
〜
２４
日
G
 

▼
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
８
時
（
交
替
勤
務
）
 

▼
勤
務
内
容
　
投
票
す
る
人
が
、

名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

確
認
す
る
な
ど
の
仕
事
で
す
。
 

▼
賃
金
　
１
時
間
８
３
０
円
 

③
選
挙
事
務
パ
ー
ト
職
員
 

▼
募
集
人
数
　
２
人
 

▼
勤
務
場
所
　
岩
倉
市
役
所
 

▼
勤
務
日
　
平
成
２１
年
１
月
１３

日
C
〜
２６
日
B
 

▼
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
 

▼
勤
務
内
容
　
選
挙
事
務
を
補

助
す
る
仕
事
で
す
。
 

▼
賃
金
　
１
時
間
８
３
０
円
 

①
②
③
共
通
事
項
 

▼
交
通
費
　
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

▼
応
募
期
限
　
②
と
③
に
つ
い

て
は
１２
月
１５
日
B
午
後
５
時
ま

で
。
①
に
つ
い
て
は
１２
月
２２
日

B
午
後
５
時
ま
で
。
 

▼
そ
の
他
　
応
募
者
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
に
よ
り
採
用
者
を

決
定
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
投
票
率
が
低
い
若
年

層
の
投
票
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
、
新
有
権
者
お
よ
び
若
年

層
を
優
先
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
選

挙
管
理
委
員
会
（
q
３
８
‐
５

８
０
４
）
 

 

市民ギャラリー情報 

【岩倉絵画協会展】 

sとき　１２月１５日（月）～２１日（日）

（最終日は午後４時まで） 

s問合先　真野（q３７-３８８３） 

 

ふ
と 

ざ
お 

れ
ん 

し 
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  ●
放
置
自
転
車
等
対
策
パ

　
ー
ト
職
員

　　
放
置
自
転
車
等
の
指
導
、
撤

去
業
務
等
を
行
っ
て
い
た
だ
く

パ
ー
ト
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
勤
務
日
　
月
１５
日
程
度
で
、
 

月
〜
土
曜
日
（
祝
日
を
含
む
）
 

▼
賃
金
　
１
時
間
７
９
０
円
 

▼
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
ま
た
は
、
午
前
１０
時
〜

午
後
５
時
 

▼
応
募
資
格
　
健
康
で
運
転
免

許
証
（
普
通
車
）
を
取
得
し
て

い
る
人
 

▼
採
用
人
数
　
若
干
名
 

▼
採
用
日
　
平
成
２１
年
４
月
１

日
D
 

▼
応
募
期
間
　
１２
月
１
日
B
〜

１５
日
B
 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
）
 

▼
採
用
方
法
　
面
接
（
面
接
の

開
催
日
に
つ
い
て
は
、
後
日
応

募
者
に
通
知
し
ま
す
）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
行
政
課
生

活
安
全
係
（
q
３
８
‐
５
８
０

４
）
 

  ●
広
報
配
達
員
 

  ▼
業
務
内
容
　
市
広
報
等
の
配
布
 

▼
任
期
　
３
か
月（
再
任
も
可
） 

▼
手
当
　
１
世
帯
あ
た
り
１２
円
 

▼
募
集
人
数
　
１
人
 

▼
応
募
期
限
　
１２
月
５
日
F
 

※
履
歴
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

面
接
の
う
え
決
定
し
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
企
画
課
広

報
広
聴
係
（
q
３
８
‐
５
８
０

２
）
 

        ●
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
 

　
防
接
種
 

　
 

 　
麻
し
ん
は
、
「
は
し
か
」
と

も
呼
ば
れ
、
高
熱
と
発
疹
を
特

徴
と
す
る
全
身
の
病
気
で
す
。

感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
か
か

る
と
ま
れ
に
急
性
脳
症
を
発
症

し
、
重
い
後
遺
症
が
残
っ
た
り
、

死
に
至
る
こ
と
が
あ
る
怖
い
病

気
で
す
。
 

　
確
実
な
予
防
法
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
す
。
 

　
現
在
、
小
学
校
就
学
前
ま
で

に
２
回
接
種
と
な
っ
て
い
ま
す

が
２
回
接
種
に
な
る
前
の
年
齢

の
人
を
対
象
に
、
平
成
２０
年
４

月
か
ら
２５
年
３
月
ま
で
の
５
年

間
に
限
っ
て
は
、
第
３
期
、
第

４
期
で
の
接
種
が
開
始
さ
れ
、

２
回
接
種
の
機
会
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

　
対
象
の
人
で
接
種
が
ま
だ
の

人
は
、
麻
し
ん
に
か
か
ら
な
い

た
め
に
で
き
る
だ
け
早
く
受
け

ま
し
ょ
う
。
 

▼
接
種
対
象
者
 

・
第
１
期
…
満
１
歳
か
ら
２
歳

未
満
 

・
第
２
期
…
小
学
校
就
学
前
で

幼
稚
園
・
保
育
園
の
年
長
児
に

相
当
す
る
年
齢
の
人
 

・
第
３
期
…
中
学
校
１
年
生
に

相
当
す
る
年
齢
の
人
（
平
成
７

年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）
 

・
第
４
期
…
高
校
３
年
生
に
相

当
す
る
年
齢
の
人
（
平
成
２
年

４
月
２
日
〜
平
成
３
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）
 

　
接
種
期
間
は
、
第
１
期
の
人

は
、
１
歳
か
ら
２
歳
未
満
の
間

で
す
。
第
２
・
第
３
・
第
４
期

に
該
当
す
る
年
齢
の
人
は
、
平

成
２１
年
３
月
３１
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
接
種
期
間
を
過
ぎ
る
と
、

任
意
接
種
と
な
り
自
己
負
担
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
 

▼
そ
の
他
　
対
象
の
人
で
通
知

の
届
い
て
い
な
い
人
お
よ
び
通

知
を
紛
失
し
た
人
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー（
q

３
７
‐
３
５
１
１
）
 

  ●
１２
月
１
日
は
世
界
エ
イ

　
ズ
デ
ー

  
あ
な
た
は
エ
イ
ズ
（
後
天
性

免
疫
不
全
症
候
群
）
に
関
し
て

ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
ま
す
か
？

次
の
ク
イ
ズ
に
答
え
て
正
し
い

知
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
 

Ｑ
１
　
世
界
的
に
は
増
加
傾
向

に
あ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
ウ
イ

ル
ス
）
感
染
者
。
し
か
し
日
本

だ
け
を
見
る
と
、
減
少
傾
向
に

あ
る
。
 

Ａ 
×
　
世
界
中
で
増
加
傾
向

に
あ
り
、
日
本
で
も
増
加
を
続

け
て
い
ま
す
。
平
成
１９
年
の
１

年
間
に
新
た
に
報
告
さ
れ
た
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
は
１
千
８２
人
、
エ

イ
ズ
発
症
者
は
４
１
８
人
。
患

者
・
感
染
者
を
合
わ
せ
る
と
過

去
最
高
の
１
千
５
０
０
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

Ｑ
２
　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る

と
、
約
１
週
間
で
エ
イ
ズ
が
発

症
し
て
し
ま
う
た
め
、
一
刻
も

早
い
発
見
・
治
療
が
必
要
で
あ
る
。
 

Ａ 
×
　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て

も
平
均
で
５
〜
１０
年
は
発
症
し

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

は
大
切
な
こ
と
で
す
。
 

Ｑ
３
　
日
本
で
も
若
者
を
中
心

に
増
加
中
の
Ｓ
Ｔ
Ｄ
（
性
感
染

症
）
。
エ
イ
ズ
も
そ
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
 

Ａ 
○
　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
も
っ
と
も

大
き
な
感
染
経
路
は
性
行
為
に

よ
る
も
の
な
の
で
、
Ｓ
Ｔ
Ｄ
の

ひ
と
つ
で
す
。
感
染
の
予
防
に

は
、
不
特
定
多
数
の
人
と
の
性

交
渉
を
避
け
る
、
コ
ン
ド
ー
ム

を
正
し
く
使
用
す
る
な
ど
の
方

法
が
あ
り
ま
す
。
 

Ｑ
４
　
エ
イ
ズ
は
握
手
や
せ

き
・
く
し
ゃ
み
な
ど
で
感
染
す
る

こ
と
は
な
い
た
め
、
エ
イ
ズ
感
染

者
に
近
づ
い
て
も
心
配
は
な
い
。
 

Ａ 
○
　
エ
イ
ズ
は
感
染
力
が

弱
く
、
空
気
感
染
は
な
い
の
で

握
手
や
せ
き
な
ど
、
日
常
的
な

接
触
で
は
感
染
し
ま
せ
ん
。
 

　
感
染
力
の
あ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
含

ま
れ
て
い
る
も
の
は
、
血
液
や

精
液
、
膣
分
泌
液
、
母
乳
の
４

つ
で
す
。
 

Ｑ
５
　
感
染
に
心
当
た
り
の
あ

る
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
場
合

に
は
、
す
ぐ
に
検
査
を
受
け
た

ほ
う
が
よ
い
。
 

Ａ 
×
　
感
染
の
有
無
を
調
べ

る
た
め
に
は
血
液
中
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ

の
抗
体
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検

査
し
ま
す
。
こ
の
抗
体
は
、
感

染
後
６
〜
８
週
間
た
た
な
い
と

検
査
結
果
に
現
れ
ま
せ
ん
。
感

染
の
機
会
が
あ
っ
た
時
点
か
ら

８
週
間
以
降
に
検
査
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
愛
知

県
下
の
保
健
所
で
は
匿
名
・
無

料
検
査
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

検
査
の
結
果
は
本
人
に
直
接
知

は
っ 

し
ん 



平成20年12月1日17

 

ら
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
ク
イ
ズ
の
結
果
は
ど
う
で
し

た
か
？
　
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
保
健
所
（
q

５
６
‐
２
１
５
７
）
、
エ
イ
ズ

に
つ
い
て
の
相
談
は
、
愛
知
県

エ
イ
ズ
情
報
セ
ン
タ
ー
（
q
０

５
２
‐
９
７
２
‐
９
２
０
０
）
 

 ●
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）に

よ
る
健
康
被
害
の
救
済

に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
 

  　
「
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に

よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す

る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、
１２
月

１
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
救
済

給
付
に
関
す
る
改
正
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。
 

①
医
療
費
、
療
養
手
当
の
支
給

開
始
日
が
、
申
請
日
か
ら
療
養

開
始
日
（
た
だ
し
、
申
請
日
か

ら
３
年
前
以
前
の
と
き
は
３
年

前
ま
で
）
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

既
に
認
定
さ
れ
て
い
る
人
も
対

象
と
な
り
ま
す
。
 

②
平
成
１８
年
３
月
２７
日
以
降
に

中
皮
腫
や
肺
が
ん
に
か
か
り
、

認
定
の
申
請
を
し
な
い
で
死
亡

さ
れ
た
人
の
ご
遺
族
に
も
特
別

遺
族
弔
慰
金
・
特
別
葬
祭
料（
約

３
０
０
万
円
）
の
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

③
中
皮
腫
や
肺
が
ん
に
か
か
り

平
成
１８
年
３
月
２６
日
以
前
に
死

亡
さ
れ
た
人
の
ご
遺
族
に
支
給

さ
れ
る
特
別
遺
族
弔
慰
金
・
特

別
葬
祭
料
（
約
３
０
０
万
円
）

の
請
求
期
限
が
、
平
成
２４
年
３

月
２７
日
ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
し

た
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
保
健
所
（
q

５
６
‐
２
１
５
７
）
 

        　
１２
月
４
日
〜
１０
日
 

●
人
権
週
間
 

  　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
昭

和
２３
年
１２
月
１０
日
に
国
際
連
合

で
採
択
さ
れ
、
１２
月
１０
日
を「
人

権
デ
ー
」
と
定
め
、
す
べ
て
の

加
盟
国
に
対
し
、
人
権
思
想
の

啓
発
の
た
め
の
行
事
を
毎
年
実

施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。
 

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
「
人
権
デ

ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間

（
１２
月
４
日
〜
１０
日
）
を
「
人

権
週
間
」
と
定
め
、
広
く
国
民

に
人
権
デ
ー
の
意
義
を
訴
え
る

と
と
も
に
人
権
意
識
の
普
及
高

揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。
 

　
名
古
屋
法
務
局
と
愛
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
本

年
が
世
界
人
権
宣
言
採
択
６０
周

年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
「
第

６０
回
人
権
週
間
」
と
し
て
、
 

・
育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の

人
権
意
識
　
〜
思
い
や
り
の

心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大

切
に
〜
 

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う
 

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
 

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
よ
う
 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

た
人
権
侵
害
は
止
め
よ
う
 

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加

と
平
等
を
実
現
し
よ
う
 

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
 

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ

う
 

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め

よ
う
 

等
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
 

岩
倉
市
の
特
設
人
権
相
談
 

▼
と
き
　
１２
月
５
日
F
午
後
１

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
市
民

相
談
室
２
 

▼
相
談
員
　
岩
倉
市
の
人
権
擁

護
委
員
 

・
福
冨
富
貴
子
さ
ん
（
下
本
町

天
神
塚
５５
‐
３
）
 

・
井
上
裕
介
さ
ん
（
八
剱
町
池

田
３０
‐
２
）
 

・
鵜
飼
洋
子
さ
ん
（
下
本
町
丸

之
内
１
３
４
）
 

・
宮
田
浩
明
さ
ん
（
北
島
町
１

３
１
８
）
 

街
頭
啓
発
 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
１２
月
５
日

F
午
前
９
時
３０
分
〜
（
岩
倉
駅

前
）
、
午
前
１０
時
〜
（
ユ
ニ
ー

岩
倉
店
前
）
 

人
権
作
品
展
 

第
３５
回
「
人
権
を
理
解
す
る
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
」
一
宮
支
局
管

内
入
賞
作
品
 

▼
と
き
　
１２
月
４
日
E
〜
１０
日

D
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民

窓
口
係（
q
３
８
‐
５
８
０
７
） 

  ●
年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ

　
く
り
県
民
運
動
 

  ▼
期
間
　
１２
月
１
日
B
〜
２０
日

G
 

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
 

「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
　
犯
罪
を

起
こ
さ
せ
な
い
　
犯
罪
を
見
逃

さ
な
い
」
 

▼
運
動
の
重
点
 

・
子
ど
も
の
安
全
確
保
お
よ
び

ひ
っ
た
く
り
等
街
頭
で
起
き
る

身
近
な
犯
罪
の
防
止
 

・
住
宅
・
店
舗
等
を
対
象
と
し

た
侵
入
犯
罪
の
防
止
 

・
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活

安
全
課（
q
５
６
‐
０
１
１
０
） 

  　
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
 

　
高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル
 

　
１２
月
１
日
B
〜
１０
日
D
 

●
年
末
の
交
通
安
全
県
民

運
動
 

  　
年
末
は
交
通
量
が
増
加
す
る

と
と
も
に
、
特
有
の
慌
た
だ
し

さ
か
ら
交
通
事
故
が
最
も
多
発

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

忘
年
会
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
飲
酒
の
機
会
が
増
え
、

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
も
心
配

さ
れ
ま
す
。
 

　
併
せ
て
、
こ
の
時
期
は
、
一

年
を
通
じ
て
日
没
時
間
が
最
も

早
く
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に

か
け
て
の
、
特
に
高
齢
者
が
犠

牲
に
な
る
交
通
事
故
の
多
発
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
 

▼
重
点
実
施
項
目
 

・
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う
 

・
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守

ろ
う
 

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

事
故
を
な
く
そ
う
 

・
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

正
し
く
着
用
し
よ
う
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
交
通

課
（
q
５
６
‐
０
１
１
０
）
 

 

ふ
く 

と
み 

ふ 

き 

こ 

い
の 

う
え 

ゆ
う 

す
け 

う 

か
い 

よ
う 

こ 

み
や 

た 

こ
う 

め
い 

ち
ゅ
う 

ひ 

し
ゅ 
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  ●
１２
月
９
日
は
障
害
者
の
日
 

　
〜
障
害
の
あ
る
人
が
普
通
に

　
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
〜
 

 　
 

　
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の

関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
障
害
者
が
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

意
欲
を
高
め
る
た
め
、
昭
和
５６

年
の
国
際
障
害
者
年
を
記
念
し
、

１２
月
９
日
を
障
害
者
基
本
法
の

中
で
「
障
害
者
の
日
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
４
年

に
国
連
で
宣
言
し
た
「
国
際
障

害
者
デ
ー
」
で
あ
る
１２
月
３
日

か
ら
「
障
害
者
の
日
」
で
あ
る

同
月
９
日
ま
で
を
「
障
害
者
週

間
」
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
週
間
中
は
も
と
よ
り
、
日
ご

ろ
か
ら
も
障
害
者
福
祉
に
つ
い

て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係（
q

３
８
‐
５
８
０
９
） 

  ●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

  　
献
血
の
際
に
は
、
事
前
に
血

液
の
比
重
検
査
の
ほ
か
、
問
診

や
血
圧
測
定
な
ど
の
検
査
を
行

い
、
総
合
的
に
健
康
状
態
を
判

断
し
て
か
ら
献
血
の
適
否
を
決

め
て
い
ま
す
。
 

　
血
液
の
安
定
的
な
確
保
の
た

め
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１２
月
１４
日
A
 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
団
地
集
会
所
 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
岩
倉
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
q
３
７
‐
３
１
３
５
）
 

  ●
き
れ
い
な
地
球
を
未
来

の
た
め
に

　
〜
地
球
温
暖
化
・
大
気
汚
染

の
防
止
に
ご
協
力
を
〜

 　
冬
は
、
一
年
中
で
最
も
空
気

が
汚
れ
や
す
い
季
節
で
す
。
ま

た
、
地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す

二
酸
化
炭
素
濃
度
が
年
々
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
 

　
家
庭
で
で
き
る
小
さ
な
心
が

け
で
、
地
球
温
暖
化
・
大
気
汚

染
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
暖
房
温
度
は
２０
℃
以
下
に
設

定
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
不
必
要
な
照
明
・
電
気
製
品

の
電
源
を
こ
ま
め
に
消
し
ま
し

ょ
う
。
 

・
無
用
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
、

急
発
進
、
急
加
速
を
し
な
い
な

ど
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
ま
し

ょ
う
。
 

・
外
出
時
に
は
、
公
共
交
通
機

関
や
自
転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。
 

・
給
湯
器
の
設
定
温
度
を
で
き

る
だ
け
低
く
し
ま
し
ょ
う
。
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
環
境
部
大

気
環
境
課
地
球
温
暖
化
対
策
室

温
暖
化
対
策
グ
ル
ー
プ
（
q
０

５
２
‐
９
５
４
‐
６
２
４
２
）
 

　不用品データバンクをご活用ください。

物品のやりとりは、当事者間で話し合って

いただきます。 

登録物品（１０月３１日現在）

sあげます（無償）　パイプベッド（シン

グル）、介護用電動ベッド 

s求めます　ベビー用歩行器、岩倉幼稚

園入園用品一式（男児用）、二段ベッド、

工業用ミシン、ベビーベット、クーハン、

美顔器 

　岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙

参照）でも確認できます。

s問合先　商工農政課商工観光係（q３８

－５８１２） 

★不用品データバンク★ 

契約金額(円) 工事名等 工事場所等 契約業者名 期　間 

入札結果  （１０月１６日～３０日） 

 

岩倉駅西広場植栽工事 

配水管布設替工事（南小導水管） 

汚水枝線管渠工事（右岸20-5工区） 

交通安全施設等整備工事（歩道設置） 

北部保育園西棟耐震補強工事 

舗装修繕工事（右岸18-4工区） 

 

曽野町江毛１ 

栄町地内 

大地町地内 

本町地内 

八剱町地内 

石仏町稲葉１４４－２４ 

旭町地内 

 

㈱梅田設計 

堀木園芸㈱稲沢支店 

㈱松本工務店 

㈱松本工務店 

栗本土木㈱ 

㈱丹羽工務店 

栗本土木㈱ 

１０/２１～Ｈ２１/３/１９ 

１０/２１～Ｈ２１/１/３０ 

１０/２１～Ｈ２１/３/２３ 

１０/２４～１２/２２ 

１０/２４～Ｈ２１/２/２７ 

１０/２８～１２/１９ 

１１/７～Ｈ２１/１/１５ 

５，７５４，０００ 

１，３６５，０００ 

１，５７５，０００ 

５，９３２，５００ 

７，８７５，０００ 

２，７３０，０００ 

５，２５０，０００ 

南部中学校北館・渡り廊下耐震補強 
工事実施設計業務 
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　廃棄物の野外焼却、いわゆる野焼きは、廃棄物の処

理及び清掃に関する法律により、農業者が行う稲わら

等の焼却など一部の例外を除き、禁止されています。 

　また、基準に適合した焼却炉以外の焼却（ドラム缶

やブロック積みでの焼却、穴を掘っての焼却等）も、

野焼きと同様に禁止されています。 

　なお、農業者が行う稲わら等の焼却（野外焼却の例

外）についても、生活環境への配慮が必要であり、や

むを得ず焼却する場合でも、時間帯や風向きを考慮し、

悪臭や煙害等で近隣住民の迷惑にならないようにして

ください。 

　ご協力をお願いします。 

s問合先　環境保全課環境啓発係（q３８‐５８０８） 

  

 ●
浄
化
槽
を
正
し
く
維
持

管
理
し
ま
し
ょ
う
 

  　
家
庭
の
浄
化
槽
は
、
適
切
に

維
持
管
理
が
行
わ
れ
な
い
と
水

質
汚
濁
や
悪
臭
の
原
因
と
な
り
、

ま
た
隣
近
所
に
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
浄
化
槽
は
、
法
律
に
よ
り
保

守
点
検
（
点
検
・
修
理
な
ど
）
、

清
掃
、
法
定
検
査
（
水
質
検
査

な
ど
）
を
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

　
浄
化
槽
の
保
守
点
検
に
つ
い

て
は
、
愛
知
県
登
録
の
浄
化
槽

保
守
点
検
業
者
に
依
頼
で
き
ま

す
。
登
録
業
者
は
愛
知
県
環
境

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
:// 

w
w
w
.pref.aichi.jp/kankyo/ 

m
izu-ka/m

izu/seihai/index. 
h
tm
l

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

愛
知
県
尾
張
県
民
事
務
所
環
境

保
全
課
（
q
０
５
２
‐
９
６
１

‐
７
２
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

　
浄
化
槽
で
は
、
し
尿
等
を
微

生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
浄
化
し

ま
す
が
、
そ
の
際
発
生
す
る
汚

泥
の
清
掃
を
年
１
回
以
上
必
ず

行
い
ま
し
ょ
う
。
清
掃
は
、
岩

倉
市
の
許
可
業
者
の
!
ア
イ
ホ

ク
（
q
６
６
‐
２
１
１
２
）
が

行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
が
正

常
に
機
能
し
て
い
る
か
総
合
的

に
判
断
す
る
た
め
の
検
査
で
す
。

こ
の
法
定
検
査
に
は
、
新
設
し

た
浄
化
槽
の
検
査（
７
条
検
査
）

と
年
１
回
の
定
期
検
査
（
１１
条

検
査
）
が
あ
り
ま
す
。
法
定
検

査
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
の
指

定
検
査
機
関
で
あ
る
^
愛
知
県

浄
化
槽
協
会
（
q
０
５
２
‐
４

８
１
‐
７
１
６
０
）
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
 

 
ま
た
、
異
物
な
ど
が
浄
化
槽

に
混
入
し
て
い
ま
す
と
、
浄
化

槽
の
処
理
能
力
が
十
分
発
揮
で

き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

異
物
な
ど
を
ト
イ
レ
や
台
所
か

ら
流
す
こ
と
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 

 
水
環
境
を
守
る
た
め
に
、
浄

化
槽
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境

啓
発
係（
q
３
８
‐
５
８
０
８
） 

  ●
多
重
債
務
者
相
談
 

  　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
３
木
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時
（
１２
月
１８
日
、

平
成
２１
年
１
月
１５
日
、
２
月
１９

日
）
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
相
談

室
 

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法

書
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
 

▼
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ラ
金
返
済
問
題
解
決
、
借

入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、

借
入
金
の
法
的
整
理
後
の
生
活

再
建
支
援
、
ヤ
ミ
金
等
 

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
等

の
借
入
の
わ
か
る
書
類
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
相
談
に
よ
る
家

族
、
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

予
約
優
先
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ

あ
し
た
の
会
（
q
０
８
０
‐
３

２
８
９
‐
７
７
０
４
）
 

   

 

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
 

岩
倉
市
図
書
館
 

q
３
７
‐
６
８
０
４
 

 　
　
　

新
着
図
書
の
紹
介
 

一
般
新
着
図
書
 

・
い
ち
ば
ん
や
さ
し
い
ロ
ー
ド

バ
イ
ク
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
＆
乗
り

方
完
全
ガ
イ
ド
 満

生
文
洋
　
監
 

・
東
天
の
獅
子
 夢

枕
　
獏
　
著
 

児
童
新
着
図
書
　
 

・
前
略
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
み

ん
な
へ
　
キ
タ
ジ
マ
く
ん
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 北

島
康
介
　
著
 

・
と
ん
が
と
ぴ
ん
が
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
 

ス
ズ
キ
コ
ー
ジ
　
絵
 

西
内
ミ
ナ
ミ
　
作
 

※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、
岩
倉
市
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
貸
出
中
の
図

書
の
予
約
が
で
き
ま
す
）
。
 

 
人気貸出図書順位 
（８月～９月）

⁄ぼくがラーメンたべてるとき 
　　　　　　　 （長谷川義史） 
②楽園　上　　 
　　　　　　　 （宮部みゆき） 
③楽園　下　 
　　　　　　　 （宮部みゆき） 
 

廃棄物の野外焼却は法律で禁止され 
ています
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　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっていますの
で、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいただきま
す。 
■一般相談 
sとき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■税務相談 
１２月４日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
１２月５日（金）午後１時～４時 
■母子・寡婦就業相談 
１２月５日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
１２月９日（火）・２４日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９時から、市民
相談室で当月分の予約を受け付けます（先着順、電話可）。 
■登記相談 
１２月１０日（水）午後１時～４時 
■不動産相談 
１２月１１日（木）午後１時～４時 
■行政相談 
１２月１２日（金）午後１時～４時 
■消費生活相談
１２月１２日（金）・２６日（金）午前９時～正午 
※消費者トラブル、多重債務問題等に関する相談をお受けします。
お気軽にご相談ください。 
■女性相談 
１２月１５日（月）、平成２１年１月５日（月）午後１時～３時３０分 
■総合福祉相談　 
１２月１９日（金）午後１時～４時 
・身体障害者相談　 
・戦没者遺族相談 
■年金相談 
１２月２２日（月）午前１０時～午後３時 
■知的障害者相談 
平成２１年１月６日（火）午後１時～４時 
 
●心の相談電話　☎37－7867
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人でくよく
よしていても何の解決にもなりません。経験豊かなボランティア
が電話で相談をお受けします。お気軽におかけください。 
sとき　毎週月曜日午前10時～午後4時（祝日、振替休日を除く） 

お気軽にご相談ください 

市 民 相 談 
市民相談室（☎３８－５８２２） 
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０
０
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　気軽にお金を借りられることから、サ
ラリーマン金融（サラ金）の利用に関す
るトラブルが起きています。これが原
因で、家庭の崩壊や犯罪に至ってしまう
ようなケースが目立ち、社会問題にな
っています。 
　こうした悲劇を未然に防ぐためには、
トラブルが起こる前に、できる限り早く
法律の専門家に相談することが大切です。 
　岩倉市では、愛知県弁護士会が開設
している「サラ金・クレジット被害相談」
（初回の相談料は無料。２回目の相談料
を補助します）と「消費者被害相談」に
相談された場合に、相談料の５，２５０円を
補助しています。 
　補助を受けるには、事前に市民相談
室で相談を受けることが必要です。 
　詳しくは、お問い合わせください。 
s問合先　市民相談室（q３８－５８２２） 

サラ金および悪質商法の 
相談料を補助

や
ま 

だ 

か
ず 

ゆ
き 
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ご　じょうほう 

●Informações �☎�������	

��������� ���������� �� ��������

ポルトガル語情報コーナー

Estamos recrutando participantes 
para a 13ª Maratona do Rio Gojo de 
Iwakura
第１３回いわくら五条川マラソン参加者
募集 
●Data: �� �� ����� ��  ��! ����	 ���� �����"��� ����

#�� $%���	

●Local: &��� '���(� )��(� *����� �+�$�� �� $����,��� ��

�-������ � ��$���������	

●Modalidade: Maratona de 10 quilômetros
�. ����/�0 %���� $�� ���� �� 1� ��� �%���� $��

����� �$���� 2 ������ ��  3����	

 . ����/�0 %���� $�� ����� 2 ������ �� 1� ��� �� ���

�. ����/�0 ���%��� $�� ���� 1� ��� ����%��� $��

����� �$���� 2 ������ ��  3����	

1. ����/�0 ���%��� $�� ����� 2 ������ �� 1� ��� �� ���

Maratona de 4 quilômetros
�. ����/�0 ����"� $�� ����� �$���� �������

4. ����/�0 %���� $�� ���� �� 1� ��� �%���� �� �����

2 ������ ��  3����	

�. ����/�0 %���� $�� ����� 2 ������ �� 1� ��� �� ���5
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����� �$���� 2 ������ ��  3����	

��. ����/�0 ���%��� $�� ����� 2 ������ �� 1� ��� �� ���5

Jogging de 2 quilômetros (mini-corrida)
��. ����/�0 ���� $�� ����� �$���� 2 ������ ��  3����5

� . ����/�0 ���� $�� ����� �$���� ����6��� � �������5

●Taxa de participação: 7������� �� �� #���,�����…
������・$������� � 3����	￥�8���

7������� �� 1 #���,�����… ������・$�������� 3����	
￥�8��� 9 ���6��￥1��

:������ ��  #���,�����… ������・$������� � 3����	￥
1��8 ����6��� � ���6��￥���

●Método de inscrição: ;����"� � ��$���<� �� =�����6���

����������� �� ��$���/� ��� � ��� ��9��9 ��! ��-	 �>��

������� � �����-���/� �� =�����6��� �� ��$���/� �� ���� �

��������<� �� $�����	

●Patrocínio: *����� �� ?@�(���8 A�$���/� �� *����%�

>��$�$����� �� *����� �� ?@�(���

●Supervisão: *����%� �� >B�$��/� �� ��. 7������� ��

;�� C�D�

INFORMAÇÃO(AVISO)DA BIBLIOTECA
図書館からのお知らせ 
Sobre a mudança do período de empréstimo dos livros
E =��$��������� �� =���� �� ��� �� -�-�����$� ��� ��� � ���

 �9� �6-���	8 � � ���$�� �� =��$��������� 2 ������ �� ���
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�� ���  � �6-���	 � ������� �� ��������� �� ����� ���

��������5

●Período de empréstimo: ��「��� �� ���」������� ����

「���  1 ���」5
Espaço da reciclagem de livre transferência de livros
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●Benefíciário: F��� ��������8 ���-��%����� �
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Dia de Coleta do Lixo reciclável 
分別収集の日 
 9� ��B	・I��������$%�・?�����$%�・J������$%�・?%�-���(��
$%�
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Dia da Coleta de Papel Velho e Roupa 
Usada 
古紙と古着の日 
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$%�
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「いざという時」慌てないために
　ある日突然、地面がうねり、家がグラッグラッ「アッ！　地震」 
　こんな時、あなたはどうしますか？ 
　「自分の身は自分で守る」ことを第一に考え、冷静な行動が取れる 
よう日ごろから家族でよく話し合い、災害を想定したイメージトレー 
ニングをしてみることも必要でしょう。 
　例えば 
夜　間　・就寝中だったら… 
昼　間　・自宅にいたら… 
　　　　・通勤、通学途中だったら… 
　　　　・職場にいたら… 
　　　　・買い物など外出中だったら… 
その他　・家族の安否確認の方法 
　　　　・安全な場所への避難方法 
　　　　・非常持ち出し品の分担係 
　　　　・情報収集方法（でまにまどわされないために） 
　　　　・家具などの転倒防止対策  ほか 

ご家族、ご自身に合った方法を考えて、突然やってくる災害に備えてください。 

知っておきたい防災知識

岩倉防災リーダーの会　宮田智子 
みや 

あわ 

た さと こ 

 
　昨年度、認知症への取り組みに力を入れている自治体
や各種団体を調査するため、５グループに分かれて合計
１０か所の視察を行いました。右の写真は、商店街とい
う街中で認知症の人が日常的に暮らしているデイサービ
ス生活屋（大阪市淀川区）の様子です。 

　１０か所の視察先の中から、今回は、「社団法人認知
症の人と家族の会」を紹介します。 
　この会は、京都市に本部を置く全国組織で、東海市に
ある愛知県支部を訪問し、代表者の尾之内直美さんにお
話を伺いました。 
　主な活動として、認知症の人や認知症の人を介護して
いる家族を対象に、家族同士の交流会、悩み相談・勉強
会を定期的に開催し、つどいの場を提供しています。ま
た、電話による認知症介護相談や地域での啓蒙活動など
さまざまな取り組みを行っています。 
　尾之内さんのお話の中で、「家族の会に参加した人同
士、同じ経験をした人たちからのアドバイスが役に立
った」「自分だけが辛い訳じゃなく同じ悩みを共有する
ことで精神的に助かった」などの声を聞くことができま 

した。それと同時に在宅や地域の中
で認知症の人を介護していくために
は、介護保険のサービスを利用する
だけでなく、介護者を支えていく
仕組み・サポートがなければ難しい
といったお話もありました。 

 
　「認知症の方々と共に暮らしてい
くためには、既存の団体や施設との
情報交換も大変重要です」といった
話も視察先で伺いました。私たちケ
アアドバイザーも今後の活動の中で、
地域の皆さんとの情報交換や連携が
大変重要になっていくことを感じています。

^認知症の人と家族の会愛知県支部
電話番号 q０５６２－３１－１９１１ 
開設日 平日（月～金曜日） 
時間 午前１０時～午後４時 

s問合先 生きがい課介護保険係（q３８－５８１１） 

お の うち なお み 

いき いき や 

▲先進地視察の様子
デイサービス生活屋 
（大阪市淀川区) 
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広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。　●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

乗 りこなそう！ 
竹馬づくり交流会 

心 温まるコンサート♪ 
パリ国立高等音楽院で研修中の児玉さん 
が市長を表敬訪問 

手 をグーにして「こんにちは」 
動物ふれあい教室 

　１０月１９日、市立体育館で竹馬づくり交流
会が行われました。これは親子で竹馬を作って
遊ぼうと岩倉北スポーツクラブが開催したもので、
３９組の親子７０人が参加しました。 
　子どもたちは自分で竹を選び、紙やすりで磨
いたり、キリで穴をあけたりと一生懸命に自分
の竹馬を作っていました。 
　竹馬に乗ったことのない子どもたちは、バラ
ンスをくずしたりしながらも、がんばって自分
の竹馬を乗りこなそうとしていました。 

　１０月２３日、北部保育園で愛知県動物保護管理セ
ンター尾張支所の協力で、子犬にふれながら動物愛護
のこころ、いのちの大切さを知ることを目的に、動物
ふれあい教室が行われました。 
　子どもたちは、お手伝いのNPO法人しっぽ・いっぽ
の会の会員から、犬とのあいさつの仕方を教わり、子
犬の鼻の前に手をグーにして「こんにちは」と元気よ
くあいさつし、動物とのふれあいを楽しみました。 

　１１月１２日、音楽教育など世界最高峰の歴史と伝統
を誇るパリ国立高等音楽院（通称：コンセルヴァトワー
ル）で、オペラの演出や朗読等を研修中の、市内在住歌
手で演出家の児玉たまみさんが、市長を表敬訪問しまし
た。名古屋市の金城学院高等学校で、１２月６日（土）
午後３時から開催される「一篇の詩から生まれたコンサ
ート」に出演のため一時帰国されたもので、児玉さんは
「パリ在住のソプラノ歌手中山明美さんとケルン在住の
パイプオルガニスト吉田文さんと共演します。入場は無
料で、整理券もありません。自由に入場できます。きっ
と、子どもから大人の人まで楽しめる心温まるコンサー
トになると思います。岩倉市民の皆さんにも聴いていた
だけたら幸いです」と話してみえました。 
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★母子健康手帳の交付 

12月のカレンダー

市制記念日 
★乳幼児健康相談 

★離乳食教室 
分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日／中本町・東町・中野町・鈴井町 

★健康チェック 
★BCG 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

★母子健康手帳の交付 

★２歳児歯科健康診査 

★印は、保健センターで行います。休日急病診療の担当医は、 
　変更する場合があります。 
※毎週金曜日（祝日除く）は、市民窓口課の証明発行業務を 
　午後７時まで延長しています。 

●発行／岩倉市役所

〒４８２-８６８６  愛知県岩倉市栄町一丁目６６番地

☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００

●編集／総務部企画課広報広聴係

●毎月2回 1日・15日発行

●岩倉市ホームページアドレス

http://www.city.iwakura.aichi.jp/ 

●岩倉市Eメールアドレス（代表）

koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

岩倉市の人口／48,974人（＋13人）

            男性／24,354人（－2人） 

            女性／24,620人（＋15人） 

         世帯数／20,463世帯（－1世帯）

        （11月１日現在、（ ）内は前月１日現在との比較） 

救急医療情報センター
　　☎0586-72-1133
　休日急病診療所
　　☎66-4708
受付　9：00～11：30
　　 13：00～16：30
消防テレホンサービス 
　　☎38-3119

この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 

この紙は環境を配慮し、再生紙を使用しています。 

★母親教室第１回 

分別収集／東新町（岩倉団地） 

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

★１歳６か月児健康診査 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・ 
北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 
古紙と古着の日／東新町（岩倉団地） 

　休日急病診療（寺澤正恭　寺澤内科小児科） 

　休日急病診療（丹羽清司　丹羽外科内科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

Departamento de Informações（２１） 

　好奇心旺盛でいつも元気い
っぱいの僚大くん。大人と対等
に何でも話せるようになって、
ますます楽しくなったね。ニコ
ニコよく笑う晴喜くん。その笑
顔に、いつもママは癒されます。
二人のおかげでパパもママも
毎日幸せです。二人共思いやり
のある心の優しい人に育ってく
れるよう願っています。元気に
大きくなぁれ！ 

●お父さん・お母さんの一言

　優理香、パパの夢は年頃にな
った優理香とオープンカーに乗
ってドライブに行くことです。 
　僕はまだ父親１年生だけど、
これから優理香が一人前になる
まで頑張って君を育てていくの
で、その時には父親へのご褒美
としてわがままな夢を叶えてく
ださい。 
　早く大きくなってネ。 
 

●お父さん・お母さんの一言

もり やま りょう た 

はる き 

いや 

い ど ゆ り か 

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・ 
大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

かな 


